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①要約： 

このアイデアは IBMの発明に基づき、マルチメディアコンテンツを差別化するためのメッ

セージングアプリの機能について述べています。AI を活用してメッセージの重要度をスコ

アリングし、ユーザーが注目すべきメッセージを強調することで効率的なコミュニケーシ

ョンを支援するものです。 

 

②目的： 

このアイデアの主な目的は、メッセージングアプリ内で大量のメッセージを効率的に管理

し、ユーザーが重要な情報に焦点を当てることができるようにすることです。また、AI を

活用することで、ユーザーの関心や視線動向に基づいて自動的に重要なコンテンツを提示

することも目的としています。 

 

③新規性： 

このアイデアの新規性は、AI を使用してメッセージングアプリ内のコンテンツをスコア化

し、重要度に基づいて表示するという点にあります。ユーザーの行動や反応に基づいてメ

ッセージの重要度を自動的に判断し、表示する仕組みは、従来のメッセージングアプリに

はなかった新しいアプローチです。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、IBMの特許に基づいて開発された機能であり、他のメッセージ

ングアプリには類似した機能がない点にあります。AI によるメッセージのスコア化や自動

的な重要コンテンツの提示は、他社が模倣しにくい独自の特徴です。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアの経済価値は、ユーザーが情報の過剰な量によるストレスを軽減し、重要な

情報に素早くアクセスできることで生じる効率化や生産性向上にあります。また、企業が

このアイデアを採用することで、コミュニケーションの効率化や意思決定の迅速化が可能

となり、競争力強化につながる経済的価値も存在します。 


